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(様式１)

（24）男女共生事業

番号 項 目 （ 事 務 事 業 名 等 ） 秋田市 河辺町 雄和町 区 分経過措置 番号 項 目 （ 事 務 事 業 名 等 ） 秋田市 河辺町 雄和町 区 分経過措置

１ 男女共生意識啓発事業 ○ ○ ○ Ｂ 21

２ 女性の人材養成事業 ○ × × Ｂ 22

３ 男女共同参画計画の実施 ○ × × Ｂ 23

４ 男女共生推進会議の開催 ○ × × Ｂ 24

５ フォーラムの開催 ○ × × Ｂ 25

６ 26

７ 27

８ 28

９ 29

10 30

11 31

12 32

13 33

14 34

15 35

16 36

17 37

18 38

19 39

20 40

（注１）該当する項目（事務事業名等）を実施している市町には○印、実施していない場合は×印を表示。

（注２）「区分」欄には、調整方針（案）の区分を表示。（Ａ：現行どおり、Ｂ：統一、Ｃ：廃止）

（注３）「経過措置」欄には、調整方針（案）で経過措置を講じることとした場合に※印を表示。

行　政　制　度　等　の　調　整　方　針　（案）　総　括　表
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企画調整専門部会



(様式２)

（24）男女共生事業 企画調整専門部会

秋　　　  田　　　  市 河　　　  辺  　　　町 雄　　　  和  　　　町

１　男女共生意識啓発事業 男女共生意識を広く市民に浸透させる
ため、啓発事業を実施する。
・市民からの要望に応じた内容・形式
で講座を開催する「出張講座」の実施
・職員および市民への研修会・講習会
の開催
・広報紙・ホームページを活用した情
報発信

男女共同参画社会づくりに向けた意識
啓発を図る。
・町内外の講師による男女共同参画セ
ミナーの実施

男女共同参画社会づくりに向けた意識
啓発を図る。
・各種学習会開催時における啓発およ
び講師の派遣
・広報誌を活用した情報発信

地域間の意識格差が
予想されるため、啓
発事業の内容・方法
等の見直し・検討が
必要である。

合併時に秋田市の制
度に統一し、市民へ
の意識啓発事業を継
続する。

２　女性の人材養成事業 ・一般公募の女性参加者を対象に、市
の施策・事業についての講話とグルー
プトークを内容とする「女性のための
行政学習会」を実施し、女性のエンパ
ワーメントを図る。
・各種審議会への女性の参画促進を図
るため、「女性人材リスト」を整備・
運用する。参画状況について、毎年４
月１日現在の状況を調査し、ホーム
ページ等で公表している。

未実施 未実施 合併後、「秋田市女
性人材リスト」への
登録対象者の範囲が
拡大されるため、調
査および登録を行う
必要がある。

合併後、登録対象者
を調査・募集し、登
録者を増やしなが
ら、秋田市の女性人
材リストを継続して
整備・運用する。

３　男女共同参画計画の実
　施

平成13年度から17年度を実施期間とし
た「パートナーシップ・プラン2005」
を推進し、総合的・計画的に男女共生
の視点を取り入れた施策・事業を展開
する。

未実施 未実施 合併後の市民意識を
把握し、反映させた
男女共生推進事業を
展開するため、市民
行動計画を改訂する
必要がある。

秋田市の市民行動計
画に基づいて実施す
る。合併後の市民意
識を反映した施策を
展開するため、市民
行動計画の改訂を行
う。

行　政　制　度　等　の　調　整　方　針　（案）

項　　　　  目
（ 事 務 事 業 名 等 ）

現　　　　　　　　　　　　　　      況
課　　　　題 調整方針（案）
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秋　　　  田　　　  市 河　　　  辺  　　　町 雄　　　  和  　　　町

項　　　　  目
（ 事 務 事 業 名 等 ）

現　　　　　　　　　　　　　　      況
課　　　　題 調整方針（案）

４　男女共生推進会議の開
　催

男女共生に関する現況と課題を検討
し、効果的・実践的な政策・事業の企
画運営および実行を市民と協働で行う
ため、企画運営部門と実行推進部門か
らなる「秋田市男女共生推進会議」を
審議会として設置している。
・企画運営部門：男女共生政策の方針
を示すとともに、包括的な企画・評価
を行う。有識者等の委員10人以内で構
成されている。
・実行推進部門：示された方針に基づ
いて事業内容を具体的に検討・実行・
評価する。各専門部毎に一般公募と有
識者等の委員10人以内で構成されてい
る。

未実施 未実施 河辺町、雄和町在住
の委員も加え、地域
の実情を把握しなが
ら的確な推進体制を
整える必要がある。

合併後、委員の改
選・新規委嘱を行い
ながら、秋田市の審
議会である「秋田市
男女共生推進会議」
を継続して開催・運
営する。

５　フォーラムの開催 公募による市民の実行委員と協働で、
映画上映・ワークショップなどを内容
とした「しあわせ実感男女フォーラ
ム」を開催し、広く市民への意識啓発
を図る。

未実施 未実施 秋田市のみ実施 秋田市の事業である
「しあわせ実感男女
フォーラム」を継続
して開催する。
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